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▲山本オキさん（103歳）　祭が大好き、もちろん祭にお酒は

つきもの。「いけますよ。」オキさんが「一番大事にしている」

ひ孫さんと家族で1枚〔孟地　堂の下〕
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▲小堺ヤスさん（102歳）　今でもそろばんで計算、手先

が器用なのには驚きました。近所の方も敬老の日にかけ

つけたところを1枚〔蒲生　増村屋〕

〈松山センさん（100歳）　内閣総理大臣の祝

い状を手に。「昔は粗食でしたよ。かえって、そ

れがよかったのでしょうね。」〔犬伏　あめや〕

10月はリサイクル推進月間です～ごみにしないでリサィクル～

　どんどんモノを消費して、大量にごみ

を出す。そんな、使い捨ての時代はもう

終わりです。これからは、不要になった

ものも、ごみにしないで再利用する時代

です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醸　　獲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がウ　　　　　　　　　
　紙やガラスびん、缶、ペットボトルに▲r遊んだあと肺かたずけ、1犬慨育園）そし

加えて、2000年4月から、容器包装リサて今後「使つたものはリサィクル」です

イクル法の対象が広がり、2001年4月から家電リサイクル法がスター

トします。

　そしてごみの減量化は、生ごみについても取り組みが必要です。

生ごみ処理機やコンボストで処理することをすすめましよう。
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町
と
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
敬

老
事
業
の
一
環
と
し
て
、
9
月
1
4
日

㈹
に
長
寿
を
祝
い
、
満
8
8
歳
以
上
の

方
や
米
寿
（
8
8
歳
）
、
喜
寿
（
7
7
歳
）

と
金
婚
（
婚
姻
50
年
）
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
（
婚
姻
6
0
年
）
を
迎
え
ら
れ
た

》
米
寿
の
関
谷
太
平
さ
ん
は
、
ト

ラ
さ
ん
と
お
二
人
で
お
揃
い
の
い

で
た
ち
で
1
枚
。
こ
の
春
に
は
兄

弟
や
お
孫
さ
ん
2
6
人
に
囲
ま
れ
㎜

人
か
ら
集
っ
て
お
祝
い
を
し
て
も

ら
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

方
に
、
そ
れ
ぞ
れ
祝
い
状
や
記
念
品

を
お
届
け
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
じ
日
に
関
谷
町
長
は
、

該
当
す
る
方
の
う
ち
、
米
寿
を
迎
え

た
関
谷
太
平
さ
ん
（
菅
刈
）
と
金
婚

の
五
十
嵐
勇
作
・
キ
ミ
イ
さ
ん
夫
妻

〈
金
婚
の
五
十
嵐
勇
作
・
キ
ミ
イ
さ
ん

夫
妻
（
会
沢
）
は
、
「
う
れ
し
か
っ
た
の

は
、
双
子
の
孫
が
生
ま
れ
た
と
き
の
こ

と
で
し
ょ
う
か
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

「
松
寿
大
学
で
習
っ
た
の
で
す
が
」
と
、

一
句
詠
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
爽
や
か
に
金
婚
祝
ふ
あ
り
が
た
や

（
会
沢
）
及
び
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
室

岡
大
刀
男
・
利
さ
ん
夫
妻
（
蒲
生
）

を
訪
れ
て
祝
福
し
ま
し
た
。

》
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
室
岡
大
刀

男
・
利
さ
ん
夫
妻
（
蒲
生
）
は
、
「
医

院
を
止
め
て
か
ら
、
な
か
な
か
外

に
出
か
け
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま

し
た
よ
」
と
の
こ
と
。
そ
れ
で
も
、

「
週
末
に
は
、
息
子
が
来
て
く
れ
る

の
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
ご
夫
婦
揃
っ

て
お
元
気
そ
う
で
何
よ
り
で
す
。
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ク
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岡
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米
持
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・
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エ
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霊
．
婚
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緯
纏

五
十
嵐
伊
二
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・
ウ
メ
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黛
羅
、

（
松
代
）

斉
木
　
梅
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・
ハ
ツ
エ
　
（
〃
　
）

関
谷
　
正
二
・
タ
イ
　
　
（
〃
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武
田
　
幸
作
・
ヨ
キ
　
　
　
（
〃
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中
村
　
金
蔵
・
ミ
ョ
　
　
　
（
〃
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関
谷
　
万
蔵
・
カ
ト
　
　
　
（
〃
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柳
　
　
F
和
長
次
・
美
代
子
（
太
平
）

市
川
　
寅
太
郎
・
リ
カ
　
　
（
田
沢
）

市
川
　
泰
治
・
ヨ
シ
　
　
（
池
之
畑
）

若
井
　
嘉
厚
・
マ
サ
ノ
　
　
（
池
尻
）

五
十
嵐
勇
作
・
キ
ミ
イ
　
　
（
会
沢
）

中
村
　
和
平
・
ミ
ナ
　
　
　
（
清
水
）

川
崎
　
寅
三
・
綾
野
　
　
　
（
桐
山
）

小
山
　
信
次
・
ハ
ル
ヲ
　
　
（
〃
　
）

桑
原
　
秀
次
・
シ
ノ
　
　
　
（
〃
　
）

柳
　
　
兵
二
郎
・
マ
イ
　
（
犬
伏
）

柳
捨
吉
・
ト
ユ
（
片
桐
山
）

池
田
　
収
嘉
・
淑
江
　
　
（
田
野
倉
）

池
田
　
政
信
・
ヤ
ス
　
　
（
　
〃
　
）

室
岡
　
忠
俊
・
静
子
　
　
　
（
仙
納
）

高
橋
　
信
雄
・
ツ
ネ
　
　
　
（
莇
平
）

田
辺
　
庄
一
・
サ
カ
　
　
（
寺
田
）

山
岸
　
喜
一
・
ホ
モ
　
　
　
（
蒲
生
）

小
堺
　
正
一
・
愛
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（
〃
　
）

小
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良
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サ
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（
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小
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（
儀
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久
義
・
ク
メ
　
　
（
〃
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定
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・
ギ
ン
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〃
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庄
平
・
ハ
ル
エ
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室
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寅
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ア
イ
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）

賢
一
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キ
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為
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フ
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〃
）



灘麟纒謎籔鵡

9月15日敬老の日各地で敬老

会が行われました。今回は、松

代、そして東山と海老で合同で

行った敬老会を訪ねてみました。

簿囎鰯1

松代では、今回、新しく建て

た活性化センターで敬老会を行

いました。96人ほどが集った会

場では、踊りのアトラクション

もあったりで、皆さん、敬老会

を楽しんでいました。

東山と海老では合同で敬老会

を海老公民館にて行いました。

両地区から23人が集り、海老老

人クラブ会長の村山真一さんの

あいさつにはじまり、笑い声の

絶えない和やかな敬老会でした。

西 泉

横
綱
小　堺ヤ　ス
　　蒲生　102歳

横
綱
山本オ　キ
　　孟地　103歳

横
綱
松　山　’tzン

　　大伏　100歳
犬
関
市川　ヌ　イ
　池之畑　96歳

犬
関
高橋キ　イ
　　福島　97歳

関
脇
本柳　ヨ　シ
　　仙納　94歳

関
脇
若　月　ミ　ユ

　　海老　95歳
小
結
山岸　コ　イ
　　蒲生　93歳

小
結
関　谷　ミ　ネ

　　松代　93歳
前
頭
山　賀　シゲ
　小荒戸　93歳

前
頭
柳　　　ツギ
　　干年　93歳

同 山岸軍次郎
　　蒲生　92歳

同 市川　フジノ
　　松代　92歳

同 若井　ミサ
　　松代　92歳

紬鱒購－

同
柳　　　ヨ　シ

　　大伏　92歳
同
五十嵐　ト　ラ

　　会澤　92歳

皐
弦
描
鱒
畏
寿
老
屡
尉

同 佐藤ミ　ツ
　　室野　92歳

同 富澤　モ　ト
　小荒戸　91歳

同 小堺　ノ　ブ
　　室野　92歳

同 高橋小シマ
　　莇平　91歳

同 山本カ　ヨ
　　大伏　91歳

同 小　堺サ　ノ
　　蓬平　91歳

同
柳　　　子　ン

　　干年　91歳
同 柳　　　シサ
　　苧島　90歳

同 高橋ヨ　キ
　　田澤　90歳

同 鈴木ク　ヨ
　　松代　90歳

同 石　ロ倉藏
　　松代　90歳

同 鈴木周平
　　松代　90歳

同 山岸ヤユ
　　松代　90歳

同
室　岡　マツノ

　　池尻　90歳
同 高橋タ　ケ
　　田澤　90歳

同 萬羽卓　司
　　松代　90歳

同 山岸新吉
　　寺田　90歳

〈
室
野
区
老
人
ク
ラ
ブ
と
子
ど
も
会
〉
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露
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轟
、
．
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繭

薄
溺
誌
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〈
奴
奈
川
小
学
校
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
隣
鰯

春
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
配
っ
た
の

に
続
い
て
2
回
目
、
こ
う
し
た
取
り

枇
み
に
対
し
て
町
と
交
通
安
全
協
会

又
部
で
は
、
奴
奈
川
小
学
校
児
童
会

安
全
運
転
で

　
お
願
い
し
ま
す
。

ー
秋
の
交
通
安
全
運
動
の

　
　
取
り
組
み
を
紹
介
1



　早稲田大学との交流20周年を記念したマンドリンコ

ンサートが9月5日、町総合体育館で開かれました。

　開演にさきだち早稲田大学理工学部機械学科教授の

林洋次氏は「交流20年には感慨深いものがあケ）ます。

今後さらに交流が深まることを期待しています。」と、

また、関谷町長は「町民の強い要望で実現した演奏会

です。関係者のみなさんあ『）がとうございます。」とそ

れぞれあいさつをしていました。

　今回のコンサートは、町がマンドリン楽部の学生70

人を招いて行ったもので、400人の椅子席は、たちまち

満席となり、2階席を利用するなど、松代小学校校歌

から演奏がはじまケ）、マンドリンとギターの奏でるハー

モニーに聴き入っていました。

　指揮をつとめた4年の小松信彦さんは、「700人もの

人がかけつけてくれたことに感謝しています。会場の

暑さは、町の熱意だと思って、わたし達も手を抜かず

1曲づつ演奏しました。松代でやれたことをうれしく

思っています。部員にとってもまた、新しい歴史をつ

くったコンサートでした。」と話していました。

　また、終了後ふるさと会館で交流会を行い、同部の

O　Bもかけるなど歓談を楽しんでいました。

　なお、20周年を記念して行われた感謝状の贈呈式の

模様は、次号にて掲載します。

　松代町観光協会が中心になって計画をすすめてきた

青空市が9月からはじまぴ）ました。

　第1回となる9月の11日、2回目の26日、両日とも、

天気にもめぐまれ、大勢の人でにぎわいました。

　会場の町道駅前線は、25店舗ほどが自前のテントや

ワゴン車を利用して野菜や家庭用品を並べていました。

中には、ブナの木の丸太をくケ）ぬいて椅子を作ったも

のや押し花体験、松之山温泉ペットボトルがあったぴ）

と、いきかう人を楽しませていました。

　観光協会長の樋口堅一さんは、「はじめてのこころみ

に多くの人から参加してもらい、あ｝）がたく思ってい

ます。今後も近隣町村に声をかけながらすすめていき

たいと考えています。」と話していました。

　松代にもう一つ名物が生まれました。

参加グループ代表者一覧（敬称略順不同）　竹内清司

（松之山町）石田保輝（浦川原村）松之山町観光協会／

芝峠特産加工組合／桜沢正一／品田靖／柳勇／三笠屋／

若井明夫／鈴木孝雄／古島陶器店／池田清人／五十嵐

江美子／は『）まや／小島屋商店／樋口堅一／村山美華／

南雲一男／村山政代／村山政仁／村山達三／斉藤充代／

品田圭子／小島一栄／若井涼子／市川八十八／井上太

平

〈ご協力ありがとうございました。＞

　
9
月
1
7
日
、
町
内
の
3
小
学
校
の

1
年
生
児
童
が
東
頸
バ
ス
㈱
の
無
料

イ
ベ
ン
ト
バ
ス
で
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ

ザ
上
越
で
科
学
体
験
教
室
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
毎
年
「
バ
ス
の
日
」
に

ち
な
ん
で
、
東
頸
バ
ス
㈱
が
無
料
イ

ベ
ン
ト
バ
ス
を
各
町
村
に
提
供
し
て

い
る
も
の
で
、
松
代
町
で
は
、
今
回

小
学
校
－
年
生
の
体
験
学
習
に
利
用

し
ま
し
た
。

「
バ
ス
の
日
」
は
、
明
治
3
6
年
9
月

20

日
に
、
京
都
の
七
条
駅
と
祇
園
の

間
を
は
じ
め
て
バ
ス
が
営
業
運
転
し

た
日
に
ち
な
ん
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
1
7
日
遠
足
当
日
、
東
頸
バ
ス
㈱
松

代
営
業
所
長
の
石
口
了
さ
ん
は
、
「
こ

の
バ
ス
で
、
ケ
ガ
の
な
い
よ
う
1
日

楽
し
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
。
」
と
あ
い

さ
つ
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
体
験
学
習
は
、
楽
し
い
1

日
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
帰
っ
て
き

た
児
童
は
、
口
々
に
「
ま
た
、
バ
ス

で
行
き
た
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
度
は
、
家
族
で
バ
ス
に
乗
っ
て

出
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

無
料
蘇
ベ
ン
灘
鰯
ス
驚

　
睡
肉
晃
糞
が
郷
ス
還
鍵
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購
磁
撚
羅
鐵
の
欝
畑
灘
灘
雛

　
　
薩
擬
藁
払
制
度
の
対
象
農
地
確
認
事
務
は
じ
ま
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
農
林
課

　
農
林
課
で
は
、
9
月
2
1
日
に
各
区

長
か
ら
集
っ
て
も
ら
い
役
場
に
て
直

接
支
払
制
度
の
説
明
会
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
航
空
写
真
や
地
図
を

参
考
に
集
落
ご
と
の
対
象
団
地
の
確

認
を
集
落
の
代
表
の
方
を
交
え
て
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
確
認
作
業
か
ら
団
地
資
料
を

作
成
の
う
え
、
1
0
月
中
旬
か
ら
職
員

が
各
集
落
に
出
向
い
て
、
制
度
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
以
下
は
制
度
の
概
要
を
ま
と
め
た

鰍隔

も
の
で
す
。

　
制
度

　
直
接
支
払
制
度
は
、
平
坦
部
に
比

べ
て
生
産
費
の
か
か
る
中
山
間
地
の

農
地
を
保
全
し
、
耕
作
放
棄
を
防
ぐ

目
的
で
、
平
坦
部
と
の
生
産
費
の
格

差
の
8
割
を
国
、
県
や
町
で
負
担
し

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

〈
支
払
の
条
件
〉

農
地
の
条
件

　
　
　
　
1
　
農
振
法
に
基
づ
く

　
　
　
　
　
農
用
地
区
域
内
の
農

務の様子㎏
離

　
地
．

2
　
水
田
及
び
畦
畔
、

　
畑
、
草
地
、
採
草
放

　
牧
地
．

3
　
急
傾
斜
地
で
あ
る

　
こ
と
。
（
急
傾
斜
…
田

　
1
／
2
0
、
畑
1
5
度
以

　
上
）
緩
傾
斜
地
が
該

　
当
す
る
場
合
も
あ
り

　
ま
す
。

4
　
1
診
以
上
ま
と

ま
っ
た
団
地

5
　
集
落
協
定
に
基
づ

支払い単価（概算要求時）

1…鵜．．灘、箋 、i糠鶴醸・．i ．纏蕪鑛麟、羅麗・

水　　田
1／20以上 21，000

1／100～1／20 8，000

畑
15度以上 l　l，500

8～15度 3，500

　
き
5
年
以
上
耕
作
さ
れ
る
農
地
。

該
当
者

　
　
集
落
協
定
も
し
く
は
個
別
協
定

　
に
基
づ
い
て
農
業
生
産
活
動
等
を

　
し
て
い
る
人
（
5
年
以
上
）
や
生

産
組
合
等
。

協
定
違
反

　
　
協
定
内
の
農
地
が
5
年
以
内
に

　
耕
作
放
棄
地
に
な
っ
た
場
合
受
け

　
取
っ
た
額
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
全
額

　
返
納
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
農
林
課
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
年
導
入
の
農
業
施
設
を
紹
介
し

ま
す
。

　
一
つ
は
、
松
代
町
し
め
縄
生
産
組

合
が
事
業
主
体
の
共
同
乾
燥
施
設
で

す
。
生
産
組
合
長
の
若
月
忠
次
郎
さ

ん
は
、
「
乾
燥
施
設
が
増
え
て
、
効
率

よ
く
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
今

年
は
助
か
り
ま
し
た
。
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
寺
田
生
産
組
合
が

事
業
主
体
の
ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
i

で
す
。
生
産
組
合
長
の
井
上
久
さ
ん

は
、
「
機
械
も
揃
え
る
こ
と
が
で
き
て

喜
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
集
落
で
依

頼
が
あ
れ
ば
で
き
る
範
囲
で
作
業
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
活
躍
し
て
い
ま

す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
新
潟
県
中
山
間
地
域
活

性
化
総
合
対
策
事
業
で
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
事
業
に
対
す
る
問
い
合
せ

は
、
農
林
課
農
政
企
画
係
ま
で
（
内

線
3
9
）

業主体　松代町しめ縄生産組

　　　　合

　　　　組合長　若月忠次郎

場　所　池尻

施設共同乾燥作業施設及
　　　　び

　　　　しめ縄乾燥機
事業費　29，876千円

生産組合

長井上久
田
合
田
同
ト
ン
台

寺
組
寺
共

体
　
　
所
設
ー
ン
カ

主業
　
　
場
施施設共同作業施設129．19
　㎡1棟、トラクター3台、

　コンバイン3台、コンバイ
　ンカー1台、スイングホッ
　パー1台、ドライブ八ロー

　1台、乾燥調製施設1式
事業費　31，533千円

．
繍
鰯

5



　
へ
ゑ
を
ゑ

、
漫
謳
醤
3

　
ン
γ

’

◎
懸

G

弱

けやしきど　き

気屋式土器

0

！ノ

ぺ
　
し

，
繍
繍

籔
翻
聯
頓

三十稲場式

矯饗．鐵』藤謙

　

塁
叢
”
毒

譲
露
襲
難
欝
繰

　
国
道
沿
い
松
代
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
の

奥
に
、
向
原
H
遺
跡
発
掘
調
査
を
去
年

の
夏
季
に
第
一
次
調
査
、
今
年
の
五
月

に
は
第
二
次
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
で
は
町
の
貴
重
な
予
算
が

二
千
数
百
万
円
も
費
や
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
の
指
導
で
町
内
初
の
専
門
的
な

遺
跡
調
査
に
は
塩
沢
重
機
㈱
の
き
も

い
り
で
南
魚
沼
郡
か
ら
発
掘
要
員
の

皆
さ
ん
も
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
人
た
ち
と
シ
ル
バ
i
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
た
皆
さ
ん
と
は
、

た
ち
ま
ち
意
気
投
合
し
て
発
掘
が
思
い

の
ほ
か
大
き
な
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。

　
考
古
学
の
発
掘
調
査
と
い
え
ば
、

日
本
の
考
古
学
の
研
究
は
今
世
紀
の

後
半
め
ざ
ま
し
い
大
進
歩
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
は
、
専
門
学
者
を
と
り
ま

く
ご
く
一
般
の
人
々
の
関
心
の
高
ま

り
と
、
労
力
を
惜
し
ま
ず
発
掘
に
協

力
し
て
く
れ
る
人
び
と
が
、
各
地
で

地
味
な
成
果
を
上
げ
た
か
ら
で
す
。

マ
ス
コ
ミ
で
も
よ
く
報
道
さ
れ
る
「
青

森
の
さ
ん
な
い
ま
る
や
ま
遺
跡
」
が

好
例
で
す
。

　
松
代
町
向
原
H
遺
跡
の
発
掘
で
も

次
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

◎
土
器
の
系
統
に
二
種
類
…
…
ひ
と
つ

　
は
気
屋
式
と
い
わ
れ
る
石
川
・
富

　
山
地
方
で
よ
く
出
土
す
る
北
陸
系

　
土
器
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
じ
ゆ
う
い
な
ば
し
き

　
　
他
の
ひ
と
つ
は
三
十
稲
場
式
と

　
い
わ
れ
る
土
器
で
、
関
越
高
速
道
の

　
長
岡
イ
ン
タ
ー
周
辺
に
出
る
も
の
が

　
典
型
で
、
全
県
的
に
発
掘
さ
れ
ま
す
。

◎
松
代
で
も
火
焔
型
土
器
が
作
ら
れ

　
て
い
た
。

　
　
今
年
十
日
町
博
物
館
所
蔵
の
火

　
焔
型
土
器
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
た

　
の
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。

　
　
今
回
の
報
告
会
場
に
は
津
南
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
つ

　
の
火
焔
型
土
器
を
お
借
り
し
て
出

　
ち
ん

　
陳
し
ま
し
た
。

　
　
そ
れ
に
は
、
土
器
の
文
様
、
位

　
置
が
動
か
ざ
る
特
長
を
あ
ら
わ
し

　
て
お
り
ま
す
。

　
　
松
代
か
ら
出
土
し
た
土
器
か
ら

　
あ
き
ら
か
に
火
焔
型
土
器
だ
っ
た

　
と
判
定
さ
れ
る
破
片
が
み
つ
か
り
、

　
松
代
で
も
火
焔
型
土
器
が
作
ら
れ

　
て
い
た
と
確
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
発
掘
面
積
は
約
二
千
平
方
㌶
の
中

　
に
無
数
の
柱
穴
が
あ
い
て
い
ま
す

　
が
、
柱
穴
を
綿
密
に
た
ど
っ
て
五

　
な
い
し
六
棟
の
住
居
跡
と
、
一
棟

　
は
高
床
式
で
な
か
っ
た
か
と
思
わ

　
れ
る
も
の
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
こ
れ
は
ム
ラ
を
形
成
し
て
い
た

　
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
こ
の
ム
ラ
の
西
方
離
れ
た
所
に

サ
ー
ウ
ル
紹
介
④

　
　
　
　
　
　
走
ろ
う
会

　
今
回
は
、
走
ろ
う
会
を
紹
介
し
ま

す
。
走
ろ
う
会
（
会
長
　
関
谷
良
一

さ
ん
　
松
代
）
は
、
鈴
木
正
利
さ
ん

（
松
代
）
、
堀
川
一
郎
さ
ん
（
奈
良
立
）
、

佐
藤
信
一
さ
ん
（
木
原
田
原
）
、
五
十

嵐
博
さ
ん
（
松
代
）
ほ
か
が
指
導
に

あ
た
り
、
毎
週
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
．

　
今
年
は
、
7
月
1
8
日
に
吉
川
町
の

尾
神
岳
（
標
高
襯
層
）
の
登
山
を
予

定
し
ま
し
た
が
、
雨
天
で
中
止
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
m
月
1
7

日
㈲
に
寺
泊
町
で
行
わ
れ
る
シ
ー
サ

イ
ド
マ
ラ
ソ
ン
で
は
町
内
で
参
加
者

を
募
っ
て
申
し
込
み
ま
し
た
。

　
あ
な
た
も
健
脚
を
た
め
し
ま
せ
ん

か
。　

　
　
　
　
　
　
　
鎌

　
8
月
2
9
日
、
第
2
3
回
新
潟
県
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
空
手
道
大
会
が
五
泉
市
総

合
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
県
内

▼
練
習
日
　
毎
週
日
曜
日
午
前
6
時

30

分
▼
場
所
　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
▼
小
中
学
生
メ
ン
バ
ー
　
1
9

人
▼
問
い
合
せ
　
佐
藤
信
一
さ
ん
（
事

務
局
　
役
場
内
　
奮
7
1
2
2
2
0
）

か
ら
獅
人
が
参
加
。
松
代
空
手
教
室

か
ら
2
0
人
が
出
場
し
、
低
学
年
男
子

形
の
部
で
、
相
沢
祐
樹
君
（
松
小
2
）

が
3
位
入
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高

学
年
女
子
形
の
部
で
高
澤
沙
織
さ
ん

（
松
小
4
）
が
4
位
、
小
学
校
団
体
形

の
部
に
お
い
て
も
、
4
位
の
成
績
で

し
た
。

　
今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

◎
団
体
形
の
部
選
手
名
　
市
川
美
樹
、

　
高
澤
沙
織
、
高
野
翔
太
、
相
沢
健

　
太



　
埋
没
谷
が
あ
り
六
層
に
わ
た
っ
て

　
時
代
層
を
語
る
土
器
が
出
ま
し
た
。

◎
土
器
の
外
に
無
数
の
石
器
も
発
見

　
さ
れ
ま
し
た
が
、
出
陳
に
は
犬
伏

　
の
小
島
数
一
郎
さ
ん
の
発
掘
遺
物

　
も
貢
献
し
ま
し
た
。

◎
姫
川
や
信
州
和
田
峠
方
面
の
石
材

　
に
よ
る
石
器
と
、
新
発
田
、
湯
沢

　
を
結
ぶ
構
造
線
で
み
ら
れ
る
玄
ぶ

　
岩
系
の
石
器
の
特
質
か
ら
両
石
器

　
文
化
の
交
流
地
域
で
あ
り
、
今
日

　
「
道
の
駅
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、

　
松
代
は
文
化
交
流
の
道
の
駅
で
な

　
か
っ
た
か
と
は
、
二
十
一
日
の
特

　
別
講
演
を
な
さ
っ
た
金
子
拓
男
県

　
考
古
学
会
副
会
長
さ
ん
の
言
葉
は

　
示
唆
に
富
ん
だ
も
の
で
し
た
。

　
向
原
H
遺
跡
発
掘
資
料
は
、
池
尻

の
資
料
館
に
展
示
公
開
中
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
谷
哲
郎
）

跡
噸
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遺跡全体図

町纏嘩

嚢

　
　
哲
轟

息．
膨

㎜㎜　
平
成
1
0
年
度
に
、
郵
便
局
の
簡
易

保
険
の
保
険
料
や
郵
便
年
金
の
掛
け

金
の
還
元
融
資
を
受
け
た
事
業
は
次

の
と
お
り
で
す
．

◎
町
道
松
代
海
老
東
山
線
と
農
道
青

平成10年度の事業内訳

　
9
月
3
0
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
松
代
交
番
所
長
の
金
田
光
春

さ
ん
、
室
野
駐
在
所
の
上
村
政
文
さ

ん
、
蒲
生
駐
在
所
の
石
丸
雅
行
さ
ん

の
3
人
が
、
悪
徳
商
法
撃
退
の
寸
劇

を
交
え
て
「
悪
質
な
訪
問
販
売
の
被

害
に
あ
わ
な
い
よ
う
」
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
参
加
者
の
1
人
は
「
楽
し
い
劇
で

し
た
。
訪
問
販
売
に
は
、
家
庭
や
地

域
で
気
を
付
け
な
い
と
い
け
な
い
で

す
ね
。
い
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
」

と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
梨
線
の
改
良
工
事

　
厚
生
年
金
と
国
民
年
金
の
掛
け
金

の
還
元
融
資
を
受
け
た
事
業
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
松
代
地
区
簡
易
水
道
第
5
次
拡
張
事

　
業
（
蒲
生
、
儀
明
、
室
野
の
浄
水

　
場
の
電
気
計
装
設
備
及
び
室
野
の

　
浄
水
場
の
舗
装
工
事
）

施
設
・
事
業
名

融
資
額

町
道
松
代
溜
老
東
山
線

　
　
　
　
　
道
路
改
良

一
、
九
『
○
万
円

農
道
青
梨
線
　
道
路
改
良

三
四
〇
万
円

簡
保
資
金
　
　
計

二
￥
二
五
〇
万
円

轟

施
設
・
事
業
名

融
資
額

松
代
地
区
簡
易
水
道

　
　
第
5
次
拡
張
事
業

五
￥
○
｝
○
万
円

年
金
資
金
　
　
計
　
　
五
￥
○
一
〇
万
円



松代町

励扇鍮与・竃尉曹囲鐘⑫鵬秘嬉窃細ら曹し臼窃
　地方公務員の給与については、国．県や他市町村をはじめ地域で均

衡を図るよう定められています。

　そこで、住民の皆さんに職員の給与や定員管理状況についてお知ら
せします。

住民基本

台帳人ロ

（年度末）

歳出額

　A
実質収支

人件賛

　B

人件費率

（B／A）

（参考）

9年度の

人件費率

平成11，3，31

4，442人

3，893，648

　　千円

100，502

　干円

721，056

　干円
18．5％ 17．3％

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

区　　　　分

松　代　町 国

決定初任給 決定初任給

一般行政職
大学卒 174，200円 同　じ

高校卒 141，700円 同　じ

職員数

給　　　与　　　費

給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計

82人 311，907干円 52，376干円 149，822干円 514，105干円

区　　分 経験年数10年
以上15年未満

経験年数15年
以上20年未満

経験年数20年
以上25年未満

一般行政職
大学卒 309，200円 369，300円

高校卒 228，500円 272，500円 339，200円

技能労務職
大学卒

高校卒 288，800円

（注）1．職員手当には退職手当を含みません。

　　2．給与費は当初予算に計上された額です。

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいいます。

　　空欄は、該当者がいないためです。

区　分
一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均年齢 平均給料目額 平均年齢

松代町 316，700円 41。1歳 293，900円 51．8歳

国 322，033円 39．7歳 286，958円 47．8歳

新潟県 362，018円 41．6歳 337，559円． 44．9歳

区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 計

標準的

な職務

内容

主事 主事 主事 主査

主任

畠1惨事

係長

主査

課長

参事
畠惨事

係長

課長

参事

課長

職員数 4人 16人 3人 13人 13人 12人 10人 O人 71人

構成比 5．6％ 22．6％ 4．2％ 18．3％ 18．3％ 16．9％ 14．1％ O％ 100％

（注）1．松代町の給与条例に墓づく給料表の級区分による職員数です。

　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

　
定
員
適
正
化
計
画
へ
の

　
　
　
　
　
取
り
組
み
状
況

　
平
成
7
年
度
よ
り
5
ヵ
年
計
画
で

作
成
さ
れ
、
平
成
n
年
度
が
最
終
年

度
と
な
り
ま
す
．

　
計
画
で
は
、
一
般
行
政
職
員
を
7

年
度
の
7
6
人
か
ら
2
人
（
2
・
5
％
）

減
の
7
4
人
の
計
画
で
し
た
。
実
際
は
、

7
人
（
9
・
2
％
）
減
の
69
人
と
な

り
、
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
教
育
委
員
会
の
特
別
行
政

職
員
は
、
7
年
度
の
1
4
人
か
ら
2
名

（
1
4
・
3
％
）
減
の
12
名
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
上
下
水
道
、
老
人
保
健

及
び
国
民
健
康
保
険
の
特
別
会
計
を

持
つ
公
営
企
業
等
職
員
は
、
7
年
度

の
6
名
か
ら
3
名
（
50
％
）
増
の
9
名

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
下
水
道

の
整
備
を
す
す
め
て
い
る
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
引
き
続
き
、
計
画
策
定
や
人
員
管

理
に
当
た
っ
て
は
、
類
似
団
体
と
の

比
較
を
行
い
、
定
員
モ
デ
ル
を
超
え

る
こ
と
の
な
い
よ
う
管
理
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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区　分 松　　代　　町 国

期末手当

勤勉手当

（10年度支給割合）

　　期末手当　勤勉手当

6月期　1．6月分　0．6月分

12月期　1．9月分0．6月分

3月期　0，55月分　　　月分

計　　4，05月分　1，2月分

職制上の段階、臨の等級による加算措置　有

（10年度支給割合）

　　同じ

特殊勤務

手当

（10年度）

全　　職　　種

職員全体に占める手当支給職員の割合 1，1％（建繍1名）

支給対象職員1人当たり平均支給年額 140，000円

手当　の種類　（手当数） 4

代表的な 支給額の多い手当 な　　し

纐
多くの職員に支給されている手当 な　　し

時間外
勤務手当

※（注）

10年度
支　給　総　額 9，374干円

職員1人当たり支給年額 123干円

9年度
支　給　総　額 5，871干円

職員1人当たり支給年額 72二F円

（各年4月1目現在）

調整手当…民間における賃金、物価及び生計賛が特に高い地域に在勤する職員に支給される手当であり、

　　　　　当町は該当がありません。

（注）10年度については、参議院議員選挙に伴う選挙事務があったために支給額が増加しました。

　　　扶養手当・住居手当・通勤手当については、国の基準どおりに支給しております。

区 分 給料月　額等
町　　長 713，000円

給　　料 助　　役 、　　　　　　　　　　559，000円

教育長 520，000円

議　　長 242，000円

報　　酬 副議長 180，000円

議　　員 160，000円

（10年度支給割合）

町　　長 6月期　　　　　　1．6月分
助　　役 12月期　　　　　1．9月分

教育長 3月期　　　　　0．55月分

期末手当
計　　　　　　4．05月分

（10年度支給割合）

議　　長 6月期　　　　　1．6月分

副議長 12月期　　　　　　1．9月分
議　　員 3月期　　　　　　0．55月分

計　　　　　　4．05月分

　　区分

部門

職員数 対前年
増減数
主な増減理由（平成11年4月1目現在）

平10 平11 平11

『
　
般
　
　
行
　
　
政
　
　
部
　
　
門

議会 2 2
総務 20 19 △1 ・その他（職員の退職による減）

税務 4 5 1 ・その他（業務量の調整による増員）

民生 18 19 1

・保育所給食婦の退職による減

・介護保険制度導入による増員

・在宅介護支援tzン9一への保健婦配置による増

衛生 5 4 △1 ・在宅介護支援’センターへの保健婦配置による減

労働 1 1
農林 10 10

商工 3 3

士木 8 6 △2
・事務の統合による減

・建設機械運転手の廃止に伴う減

小計 71 69 △2

教育 12 12
特
別
行
政
部
門
小計 12 12

公
営
企
業
等
部
門

水道 3 3

下水道 3 4 1
・公共下水道事業業務増加のため及ぴ杢野

地区農業集落排水事業認可に伴う増員

その他 2 2
小計 8 9 1

合計 91 90 △1

一般行政職 71人 下水道事業が未供用のため下水道係職員を含む

税　務　職 5人 税務係職員

栄養士 1人

保健婦 3人

企業　職 3人 水道係職員

技能労務職 6人 用務員、運転手

特別　職 3人 町長、助役、教育長

出向職員 1人

国
家
公
務
員
の
平
均
的
給
与
水
準

を
㎜
と
し
た
と
き
の
値
を
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

松
代
町
の
職
員
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
は
、
4
月
1
日
現
在
で
92
・
5

と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
用
語
〉

o
定
員
モ
デ
ル

各
団
体
ご
と
の
職
員
数
と
そ
の
職

員
数
と
最
も
相
関
関
係
に
あ
る
行
政

需
要
に
関
連
す
る
指
標
（
人
口
、
世

帯
数
、
面
積
、
事
業
所
数
等
）
を
基

に
職
員
数
を
求
め
る
こ
と
。

o
類
似
団
体
職
員
数

指
定
都
市
を
除
い
た
全
国
の
市
区
町

村
を
人
口
と
産
業
構
造
を
基
準
に
い

く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
の

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
普
通
会
計
部
門
職

員
数
の
人
ロ
ー
万
人
当
た
り
の
数
値

を
算
出
し
、
指
標
と
し
た
も
の
。

鰭　
篤
　
・

魯
～
凝
、
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ご
m

　北海道から福岡まで全国22都道府県から写真と言葉

のコンテスト「越後妻有ステキ発見」に3，114点の応募

作品が寄せられました。

　その中からステキ発見大賞に津南町の高橋賢治さん

が選ばれたほか各賞が決ま量）ましたので、紹介します。

（敬称略）

◎ステキ発見大賞　高橋賢治（津南町）

◎芸術部門　優秀賞　柳芳信（松代町）／川西町長賞

　佐藤弘（見附市）／松代町長賞　齋藤正三（加茂市）／

感動賞　山内景行（十日町市）／審査員賞〈安斎重男

賞＞外山富男（加茂市）／〈伊島薫賞＞諏訪宣子（群馬県）

◎一般部門　優秀賞　斉木康晴（十日町市）／十日町

市長賞　遠藤八十一（十日町市）／中里村長賞　桜井

大士（長岡市）／おらが賞　庭野豊（十日町市）／審

査員賞〈真野響子賞＞久保田真一（長野県）／＜大岡

信賞＞津野文夫（新潟市）／＜中塚大輔賞＞高橋早苗
（川西町）

◎ジュニア部門　優秀賞　桜井瑛美（十日町市）／津

南町長賞　高橋あずさ（千手小）／松之山町長賞　殖

栗かおケ）（長岡市）／まごころ賞　上村研史（上野小）／

審査員賞〈北川フラム賞＞小林和彦／〈阿部真理子賞＞

佐藤実弥子（水沢小）／わんぱく賞　森早里香（神奈

川県）／南雲加奈子（倉俣小）／丸山洋祐（橘小）／

風間亜沙美（八箇小）／工藤悠（西小）／水落麻美（鐙島小）

◎ステキ賞（入選）74人のうち当町分のみ掲載

関谷柳子／高橋笑／茂野孝蔵／秋田律子／小堺祐香（松

代中）／高橋嵩一

（柳芳信さんの作品は次回広報掲載予定です）

　10月2日（土）、アート作家が松代商店街ギャラリーロー

ドについて地元住民とはじめての意見交換会を役場に

て行いました。

　当日は、新潟県地域政策課の渡辺さんと北川フラム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さんのほか20人のアート作家が出席しました。

　今回は、それぞれが制作する作品の設置場所を確認

し、作品の内容について1人ひとりが説明を行ったも

のです。中には、「マンガ本が立ち読みできるコーナー、

でも、どこにでもあるようなものではないもの」など

個性的な提案がいくつも出ていました。

　こうした作品の説明のあと、作品の素材や設置する

状態についての具体的な説明をしてもらいました。そ

うした中から設置可能なものと協議が必要なものや構

造上制作方法の見なおしが必要かどうかを1人ひとり

について行いました。

　その後、作品を展示する場所（家屋や土地）を提供

する人とアート作家が意見交換を行いました。その中

で、「アート作家と地元の人が情報を共有できる小さな

新聞も作っていきたい」といった意見も出ていました。

　今後は、さらに細部の調整を行い、作家各自の作業

場等で11月頃から作品制作に入る予定です。

　撫竃懸雛
灘雛羅1♂’灘

騨階5骸ト夢
㊦ほくほく線沿線18市町村の景観祭りなど
　　湯沢町・塩沢町・六日町・十日町市・川西町・中里村・清里村・松代町・松之山町・高柳町・大島村・浦川原村・安塚町・頸城村・牧村・大潟町・上越市・三和村

●サイズ　カラープリント四切（ワイド四切も可）の1枚写真

●条件　平成9年3月20日以降に撮影したもので、応募点数に制限なし。
●応募方法　題名、撮影場所・年月日、住所、氏名、年齢、職業（学生）、電話番号を明記した用紙を作品の裏側にテープで貼り付けてこ応募下さい。

●応募先・郵送の場合／〒948－8501新潟県十日町市千歳町3丁目3番地　十臼町市商工観光課内

　　　　　ほくほく線沿線地域振興連絡協議会事務局　ほくほく線沿線百景フォトコンテスト　係
　　・持参の場合／新潟フジカラー取扱い写真専門店
●応募締切　平成11年12月20日　※郵送の場合当日消印有効　　●発表　平成12年2月上旬　※入賞者に直接通知。

◆最優秀賞　1点（5万円・副賞）　◆優秀賞　4点（3万円・副賞）

◆入選　　15点（1万円・副賞）　◆ほくほく線特別賞　1点

■主催　ほくほく線沿線地域振興連絡協議会　　■協賛　北越急行㈱・新潟フジカラー

　
9
月
2
4
日
に
、
J
R
各
社
と
北
越

急
行
は
、
ダ
イ
ヤ
改
正
を
発
表
し
ま

し
た
。
1
2
月
4
日
付
け
で
ダ
イ
ヤ
改

正
と
な
り
ま
す
．

主
な
変
更
で
は
、
直
江
津
発
1
6
時
2
3

分
↓
ま
つ
だ
い
駅
発
1
7
時
2
3
分
↓
湯

沢
駅
行
き
が
運
行
し
、
便
利
に
な
り

ま
す
。

　
新
し
い
時
刻
表
は
n
月
発
行
の
予

定
で
す
。
届
き
次
第
各
家
庭
・
事
業
所

に
配
布
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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＜＞◇◇◇◇

　
平
成
に
年
4
月
ー
日
か
ら
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
介

護
認
定
を
旧
月
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
伺
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
広
報
9
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
よ

う
に
介
護
認
定
の
受
け
付
け
は
、
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
訪

問
調
査
に
伺
っ
た
際
に
、
お
受
け
し

ま
す
の
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

や
役
場
窓
口
ま
で
足
を
運
ぶ
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
．

　
ま
た
、
訪
問
は
あ
ら
か
じ
め
訪
問

日
を
確
認
の
う
え
職
員
が
伺
い
ま
す
。

そ
の
際
、
お
手
数
で
す
が
、
家
族
の

方
の
同
席
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
訪
問
調
査
日
程
等
の
確
認
は
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
　
　
（
盈
7
－
3

7
0
0
）

◇◇＜＞◇◇

　
介
護
度
に
応
じ
た
給
付
の
範
囲
で

利
用
す
る
人
の
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
を

立
て
ま
す
。
（
費
用
は
無
料
）

　
町
で
は
、
訪
問
調
査
の
と
き
に
意

向
を
確
認
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

㊥
今
回
訪
問
調
査
の
お
知
ら
せ
が
届
い

て
い
な
い
人
で
、
新
た
に
介
護
が
必
要

に
な
つ
た
場
合
は
ど
う
す
る
の
で
す

か
？
㊨
国
保
介
護
保
険
係
ま
た
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
願
い
ま
す
。

　
連
絡
を
受
け
た
あ
と
訪
問
調
査
に
伺

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
（
左
表

参
照
）

　
費
用
の
1
割
は
本
人
負
担
に
な
り

ま
す
。

　
家
庭
で
の
生
活
を
支
援
す
る
在
宅

サ
ー
ビ
ス
と
介
護
施
設
（
老
人
保
健

施
設
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
の

　
十
日
町
広
域
圏
で
行
う
認
定
審
査

会
は
、
十
日
町
市
の
ク
ロ
ス
ー
0
を
会

場
に
2
6
日
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
の
こ
と
で
、
分
か
ら
な

い
こ
と
や
不
安
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
盈
7
－

3
7
0
0
）
ま
た
は
、
国
保
介
護
保

険
係
（
暦
7
1
2
2
2
0
内
線
2
9
）

ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

要　i要　i要　i要　i要
介　i介　i介　i介　i介
護　i護　i護　i護　i護

5i4i3i2i／

要
支
援

区
分

　　　1　施　　　在1　施　　在
老特設　む訪宅1老特設む訪宅
人養サ　つ問サi人養サつ問サ
保・・1　支介目保・・1支介1
健（ビ　給護ビ腱（ビ給護ビ
施仮ス　な＼ス1施仮スな￥ス
設）　　　ど通　　1設）　ど通
一ほ　　　　所　　i一ほ　　所
松く　　　　　介　　1松く　　介
涛ほ　　　　　護　　：涛ほ　　　護

園く　　　　＼　1園く　　＼

の　　短　iの　短
里　　　　期　　1里　　期
　　入　　：　・　　入
不　　　　所　　1不　　所
老　　　＼　i老　　￥
閣　　　　紙　　1閣　　紙
　　お　　1　　　お
　　　1

　在
む訪宅
つ問サ

支介1
給護ビ
な￥ス
ど通

所
介
護
＼
短
期
入
所
￥
紙
お

介
護
保
険
に
墓
づ
く
サ
1
ビ
ス

在　　　：　　在
介宅　　1　移宅
護サ　　　1　送サ
手i　　　l　サ1
当ビ　　　：　　1ビ
・ス　　　1　ビス
移　　　　　：　ス
送　　　　1

　　：サ　　　　　l
I　　　　：
ビ　　　　　1
ス　　　　　1

　　：　　；
　　3　　3　　；　　；
　　2

施
高
設
齢サ
者
1
生ビ
活ス
福
祉
セ
ン
タ
1
な
ど
を
検
討
中

町
の
サ
1
ビ
ス

主
な
サ
1
ビ
ス
メ
ニ
ユ
1

こ
の
夏
松
代
を
訪
れ
た

　
　
　
　
少
年
野
球
チ
ー
ム
か
ら
お
便
り

　
こ
の
夏
、
松
代
を
訪
れ
た
東
京
都

内
の
軟
式
野
球
ク
ラ
ブ
「
清
瀬
モ
エ

ル
ズ
」
の
皆
さ
ん
か
ら
手
紙
と
写
真

か
届
い
て
い
ま
す
。

　
手
紙
は
、
清
瀬
市
で
同
チ
ー
ム
の

合
宿
で
監
督
を
し
て
い
る
石
野
康
治

さ
ん
（
木
原
田
原
・
い
ち
の
や
）
と

町
を
訪
れ
た
選
手
か
ら
の
も
の
で
す
。

　
合
宿
は
、
8
月
7
日
～
8
日
に
か

け
て
清
水
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
昨
年
に
引
き
続
き
行
っ
た
も

の
で
す
。
以
下
は
手
紙
を
引
用
し
て

紹
介
し
ま
す
．

　
は
じ
め
て
経
験
す
る
田
園
風
景
は

「
田
ん
ぼ
が
風
に
ゆ
れ
て
、
緑
の
海
と

い
う
よ
う
な
感
じ
。
」
ま
た
、
清
水
で

見
た
夕
日
は
、
「
日
が
し
ず
む
と
き
に

虹
が
か
か
っ
た
よ
う
に
7
色
だ
っ
た

の
で
と
て
も
感
動
」
し
た
よ
う
で
す
。

蛾
を
は
じ
め
と
し
て
昆
虫
の
多
さ
に

驚
い
た
様
子
で
、
「
蛾
も
大
ぎ
い
の
や

小
さ
い
の
が
い
て
、
も
う
2
度
3
度

来
て
、
昆
虫
の
観
察
を
し
た
み
た
い
」

と
意
欲
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
達
と
そ
の
父
母
4
0

名
が
参
加
し
た
合
宿
で
は
、
楽
し
み

な
の
が
ご
は
ん
。
食
事
で
は
普
段
は

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
親
の
姿
に
「
お

母
さ
ん
達
は
料
理
を
一
生
懸
命
作
っ

て
く
れ
て
、
お
父
さ
ん
達
は
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
準
備
を
し
て
く
れ
て
ま
し

た
。
楽
し
い
食
事
と
お
い
し
い
料
理
」

に
、
感
動
し
「
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

あ
り
が
と
う
」
と
い
う
感
想
も
あ
り

ま
し
た
。

　
野
球
の
練
習
は
奴
奈
川
小
学
校
の

グ
ラ
ン
ド
、
宿
泊
は
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
キ
ャ
ン
プ
泊
、
同
体
育
室
を

利
用
し
て
の
ミ
ニ
運
動
会
に
プ
ー
ル

と
松
代
の
豊
か
な
自
然
を
満
喫
し
、

親
に
感
謝
し
て
の
合
宿
は
、
「
2
度
目

の
合
宿
は
、
昨
年
よ
り
も
っ
と
楽
し

か
っ
た
」
よ
う
で
す
。
た
だ
、
「
残
念

だ
っ
た
の
は
、
当
初
予
定
し
て
い
た

松
代
の
子
ど
も
た
ち
と
の
試
合
が
で

き
な
か
っ
た
」
と
、
結
ん
で
い
ま
し

た
。　
来
年
こ
そ
は
、
地
元
松
代
の
野
球

ク
ラ
ブ
と
試
合
を
し
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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道
楽
、
そ
れ
は
楽
し
い
道

　
家
人
の
寝
静
ま
る
の
を
待
っ
て
、

暗
い
部
屋
で
弟
と
二
人
黙
々
と
現
像
、

定
着
、
水
洗
い
の
皿
に
薬
品
を
準
備
、

遮
光
の
た
め
弟
の
頭
か
ら
大
き
な
「
か

い
ま
き
」
を
か
ぶ
せ
両
袖
を
広
げ
さ

せ
て
皿
の
前
に
座
ら
せ
た
。
私
は
部

屋
を
出
て
、
隣
室
の
電
灯
に
て
印
画

紙
と
ネ
ガ
を
重
ね
幾
枚
か
焼
き
付
け

る
。
期
待
に
胸
膨
ら
ま
せ
て
部
屋
に

戻
り
薬
品
の
前
に
…
…
「
ア
レ
レ
」
、

田
邊
勇
治

（
寺
田
。
山
田
屋
）

　
　
　
　
東
京
都
北
区
在
住

皿
の
中
に
は
何
も
な
い
。
暗
い
中
で

し
ば
ら
く
考
え
る
。
よ
う
や
く
わ
か
っ

た
。
弟
が
「
コ
ッ
ク
リ
」
し
て
い
る

う
ち
に
、
か
い
ま
き
の
裾
が
薬
も
水

も
吸
い
取
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
「
タ
ー

坊
、
バ
カ
ヤ
ロ
ウ
何
し
て
ら
ー
だ
」
、

深
夜
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
、
思
わ
ず

怒
鳴
っ
た
。

　
我
慢
で
き
な
い
程
の
眠
さ
に
耐
え

て
ま
で
協
力
し
て
い
る
の
に
い
き
な

り
訳
も
わ
ら
ず
怒
鳴
ら
れ
た
弟
は
暫

く
、
私
と
口
を
き
か
ず
、
夜
の
暗
室

作
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
な
く
な
っ
て

困
っ
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　－　8　　　　　　　　　　　　　　　－　9　　　　　　　　　　　　　　　－　9　　　　　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　　　　　一　8　　　　　　　　　　　　　　－　8　　　　　　　　　　　　　8　9　　　　　　　　　　　　　－　9　　　　　　　　　　　　9　『　　　　　　　　　　　　一　9　　　　　　　　　　　－　8　　　　　　　　　　　－　8　　　　　　　　　　　－　9　　　　　　　　　　－　」　　　　　　　　　　一　」　　　　　　　　　一　8　　　　　　　　　－　9　　　　　　　　－　9　　　　　　　　一　一　　　　　　　　一　∂　　　　　　　一　σ　　　　　　　一　’　　　　　　一　r　　　　　　一　ρ　　　　　　一　’　　　　　一　θ　　　　　一　■　　　　一　8　　　　甲　9　　　－　9　　　－　9　　　8　9　　－　9　　－　9　一　げ　一　げ　軍　8
曹　」一　9

蚕遮東京

だより

　
昭
和
1
4
年
、
秋
の
夜
の
事
件
で
あ

る
、
プ
リ
ン
ト
を
見
た
兄
に
「
暗
夜

に
烏
…
…
」
と
評
さ
れ
た
り
、
焼
き
付

け
時
に
ネ
ガ
の
表
裏
を
間
違
え
て
、

左
前
の
野
良
着
姿
の
祖
父
や
、
近
所

の
子
ど
も
達
の
不
鮮
明
な
写
真
が
古

い
ア
ル
バ
ム
に
残
っ
て
い
る
。

　
1
9
年
ま
で
の
ネ
ガ
と
2
4
年
か
ら
の

ネ
ガ
が
保
存
し
て
あ
る
。
2
7
年
に
大

手
町
の
会
社
に
入
社
し
て
写
真
部
に

入
部
。
撮
影
旅
行
や
美
人
モ
デ
ル
を

囲
ん
で
の
撮
影
会
等
で
コ
ン
ク
ー
ル

を
楽
し
ん
だ
。
入
社
式
や
運
動
会
等
、

会
社
の
行
事
に
写
真
部
は
活
躍
し
、

社
内
報
を
飾
っ
て
社
か
ら
大
い
に
喜

ば
れ
た
。
そ
し
て
楽
し
か
っ
た
。

　
4
5
年
か
ら
故
郷
の
友
の
集
り
「
地

桜
会
」
に
計
2
7
回
、
50
年
か
ら
参
加

し
た
「
姫
武
会
」
か
ら
続
い
て
い
る

「
山
平
会
」
に
は
2
7
回
の
内
2
1
回
出
席

し
て
撮
影
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら

鬼
籍
に
入
ら
れ
た
方
も
多
く
な
っ
た

が
、
ア
ル
バ
ム
の
中
の
そ
の
方
々
は

明
る
く
元
気
だ
。
3
2
年
か
ら
「
ス
ラ

イ
ド
」
で
楽
し
む
リ
バ
ー
サ
ル
フ
ィ

ル
ム
を
、
3
4
年
か
ら
直
接
プ
リ
ン
ト

で
き
る
ネ
ガ
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
を
使

う
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
リ
バ
ー
サ

ル
の
方
が
発
色
が
良
か
っ
た
の
で
4
7

年
ま
で
は
、
モ
ノ
ク
ロ
用
、
ネ
ガ
カ

ラ
ー
用
と
3
台
使
っ
た
。
山
行
な
ど

に
は
大
荷
物
だ
っ
た
た
め
永
い
間
物

置
に
忘
れ
ら
れ
て
い
た
。
ス
ラ
イ
ド

は
保
管
が
悪
か
っ
た
の
か
カ
ビ
や
マ

ウ
ン
ト
の
接
着
不
良
で
美
し
い
色
が

消
え
た
り
で
2
8
0
枚
程
廃
棄
し
た
。

2
2
5
0
枚
残
し
て
あ
る
が
、
映
写

す
る
煩
わ
し
さ
を
考
え
る
と
そ
の
う

ち
に
ゴ
ミ
に
な
る
運
命
だ
ろ
う
。

　
4
5
年
か
ら
現
在
ま
で
の
モ
ノ
ク
ロ

や
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
の
合
計
2
万
枚

程
が
ア
ル
バ
ム
に
収
め
て
あ
る
。

　
カ
ラ
ー
が
普
及
し
て
、
花
や
山
の

美
し
さ
を
求
め
て
信
州
や
山
梨
や
日

光
等
に
出
か
け
る
機
会
が
増
え
た
。

　
穂
高
岳
や
槍
ヶ
岳
、
そ
し
て
好
き

な
花
の
作
品
は
引
き
伸
ば
し
て
あ
り
、

時
々
出
し
て
眺
め
る
の
は
楽
し
い
一

刻
で
あ
る
．

　
友
は
「
金
の
か
か
る
道
楽
だ
！
」

と
言
う
が
、
私
に
は
こ
れ
は
楽
し
い

道
だ
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
人
た
ち
か

ら
喜
ば
れ
る
の
は
う
れ
し
い
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
交
友
の
道
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
は
あ
り
が
た
い
と

思
う
．

　
ま
だ
ま
だ
私
の
こ
の
道
は
行
き
止

ま
り
に
な
り
そ
う
も
な
い
。

10／2（土）広報委員会　於県人会館

　　会報9号編集・入稿作業
11／9（幻第5回企画委員会　於県

　　人会館18：00～20：00
　國　①新年会実行委員会よ1）準

　　備状況報告②12年度会費納
　　入依頼状等の準備（会報9
　　号と同時発送）③会員名簿
　　の点検整理④その他
〈趣味の会〉

11／14（日）カラオケ・チャンピオン

　　大会　会場　関谷孝氏邸
　圖　片山徳重（盈045－501－5984）

12／11（土）観劇　於国立小劇場

　　文楽教室「櫓お七」「双蝶々曲

　　輪日記」　昼の部　解説パン
　　フ有3，100円

9／19・20　ゴルフ　白河高原カ
　　ントリークラブで行われた。

　　・ベストグロス　若月秀雄

　　・2位　山岸　弘
〈ひろば〉

10／19（火）書家宮沢静峰さん（下山）

　　は母校松代中学校で「ようこ

　　そ先輩」として実技指導・講
　　演を行う。

11／13～14（水・木）伊沢会主催

　故郷訪問バス旅行。11／13J

　　R上野公園口9時出発。芝峠
　　温泉一泊。途中各集落を訪問。
　圖　佐藤正則（岱03－3382－0211）

○松寿大学より「いろり」19号の

　ご寄贈がありました。若干手持
　ちがあ｝）ますので希望の方は「は

　がき」でお申込み下さい。多数
　の場合は抽選。

　◎申込先　〒234－0056横浜市港南

　　　　　区野庭町619－1－1109

　米持雅明（広報委員長盈045－
　843－0793）

§
！
！
！
1
！
！
1
！
！
！
！
！
！
鷺
i
ヨ
i
i
i
『
！
！
！
！
！
！
！
！
1
！
！
ー
i
i
i
馳
！
！
－
i
驚
！
1
1
！
！
1
！
ー
i
覧
！
！
！
ー
i
隔
！
！
！
！
！
！
！
！
！
ー
ー
！
ー
i
i
』
！
！
！
！
！
！
！
！
1
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
ー
i
噂
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
ー
i
i
i
i
㌧
！
！
1
1
！
！
！
！
ー
i
i
隔
！
1
1
！
l
i
i
i
…
噂
！
！
！
1
！
！
副

12



呼露
お

　
’　
〆

ノ
ノ
　
　
　
，
『
　
　
　
　
ノ

疋
レ
ー

ノ
　
　
　
　
！

’
　
　
－

　
　
　
『
　
一

　
　
『
　
　
r

　
　
　
　
殴

　
　
　
　
鼠

　
参
陵
／

　
　
　
，
〃
，
4
ー

レ
／
　
　
　
　
‘
　
　
　
∠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吐
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
探

ー
い
，
　
　
‘
瞼
Ψ

　
　
　
　
　
　
　
南
山
▽
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
－
浄
価
ρ
一

　
　
　
　
　
　
　
暗
』
鷺
、
，

　
　
　
　
　
　
　
目
ヂ
ー
～
塚
　
げ
パ

　
　
　
　
　
　
　
，
炉
鼻
一

　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
～
D
■

　
　
　
　
周
　
　
町
■
、

　
　
　
　
　
　
　
　
拍
画

　
　
　
　
、
　
　
　
～
甥
七
告
㌧
－

　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
割
㌘
　
　
r

　
　
　
　
　
　
　
r
β
　
ン
以
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
冷
r
ヶ

　
　
　
　
　
　
　
ー
　
．
　
　
『
　
　
　
■
F
　
　
「
　
r
　
1

　
　
　
　
　
　
　
〆
蹴
一
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
覧

げ
3
’

　
　
ー
、
　
－
，

　
　
7
　
覧

力
　
ー
　
　
　
　
　
　
ノ
〃
－

　
　
　
　
’
賀
、
ー 　
　
　
　
　
誰
ρ
、
F

　
り
ー
、
　
　
　
照
〆
ぎ

　
　
　
　
　
　
ド
”
ー

　
　
　
　
　
　
『
　
　
唱
　
　
『

　
　
　
－
－
　
　
　
　
『

碑
ー

イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
ノ

　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
β

　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
け
ゑ
轟
轟

欄
　
蒙
叢
罹

．
．
轟
》

　
　
　
．
ノ

灘
雛
議

　
　
　
，
声

》
〆
　
　
　
　
鱗
、
　
灘

　
モ
　
　
　
　
　
あ

し
ヤ
藍
’
　
鱒
㎜
、
嘉
…

賊
醜 　

　
　
　
　
　
　
雛

　
　
　
　
　
　
　
賠

、
麗

y　O

　
　
短
　
　
　
　
歌

　
　
み
た
び

日
に
三
度
鶏
の
菜
刻
む
こ
の
し
ぐ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
つ
き

わ
が
習
慣
と
な
り
し
年
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

音
響
が
ズ
ボ
ン
の
裾
を
払
い
ゆ
く

四
尺
玉
の
存
在
を
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
さ
げ

一
言
も
語
ら
ず
向
う
朝
餉
に
も
一
服

の
煎
茶
の
活
を
い
た
だ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
樗
　
　
コ
メ

行
動
に
移
さ
む
思
ひ
後
手
後
手
に

日
ざ
し
弱
ま
り
サ
ル
ビ
ア
赤
し

飛
ぶ
翅
と
跳
ふ
肢
を
持
ち
か
や
の
葉

を
食
ふ
稲
子
ら
は
稲
よ
り
青
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
稔

　
　
し
ぶ
み
句
会

雨
止
ん
で
ひ
と
際
高
き
虫
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

朝
顔
の
咲
き
登
り
た
る
二
階
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

コ
ン
バ
イ
ン
重
た
げ
に
刈
る
稲
の
出

来
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
風

札
の
雛
の
ば
し
て
寄
進
村
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

枝
豆
が
旬
ぞ
よ
友
よ
い
ざ
酌
ま
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

砂
持
ち
て
去
る
甲
子
園
夏
果
つ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

村
総
出
パ
ワ
ー
溢
る
る
秋
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

秋
祭
太
鼓
の
音
も
澄
み
わ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

夜
長
し
が
ん
告
げ
ら
れ
し
友
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

稲
架
襖
復
活
し
た
る
峡
路
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

伜
の
手
妻
の
手
も
借
り
稲
架
を
結
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

鰐蓼籟

　
　
蒲
生
句
会

鉄
骨
の
宙
に
吊
ら
る
る
震
災
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
・
山

行
く
人
の
絶
え
て
こ
の
道
葛
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

時
計
草
今
朝
あ
ざ
や
か
に
戦
後
老
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
　
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
も
ず
　
　
に
え

休
耕
田
風
生
マ
臭
き
鴫
の
蟄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

　
　
　
　
い
な
ご

髭
づ
ら
に
蛙
ぶ
つ
か
る
日
和
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

は
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
い
た
わ

稲
架
作
り
疲
れ
労
る
土
踏
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

お
と
な訪
え
ば
留
守
の
風
鈴
鳴
る
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

石
仏
の
片
頬
撫
で
る
花
芒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

　
ろ
う
そ
く

墓
蝋
燭
す
ぐ
消
え
た
が
る
昼
の
虫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

　
ア
レ
チ
ウ
リ

　
犬
伏
の
皆
さ
ん
で
気
づ
い
て
い
ら

し
ゃ
る
人
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

松
代
の
方
か
ら
入
る
旧
道
で
、
村
の

入
り
口
あ
た
り
に
行
く
と
、
道
の
上

か
ら
崖
下
に
か
け
て
、
ビ
ッ
シ
リ
と

広
い
葉
を
し
た
蔓
草
で
覆
わ
れ
て
い

る
箇
所
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
こ
の
蔓
草
は
ア
レ
チ
ウ
リ
と
い
う

野
生
の
一
年
生
ウ
リ
科
植
物
の
蔓
が

蔓
延
し
て
い
る
も
の
な
ん
で
す
。

　
最
初
に
気
付
い
た
の
は
、
前
の
松

代
郵
便
局
長
だ
っ
た
関
谷
八
郎
さ
ん

が
十
日
町
市
の
浅
河
原
の
ダ
ム
周
辺

に
生
え
て
い
る
の
を
カ
メ
ラ
に
収
め

て
き
て
、
見
せ
て
も
ら
っ
た
も
の
か

ら
で
し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
犬
伏

に
侵
入
し
て
き
て
し
ま
っ
だ
も
の
で

す
。　
こ
の
ア
レ
チ
ウ
リ
は
、
昭
和
2
7
年

（
1
9
5
2
）
に
静
岡
県
清
水
港
で
初

め
て
発
見
さ
れ
て
全
国
に
広
が
り
出

し
た
帰
化
植
物
で
す
。
湿
り
気
の
多

い
腐
植
土
を
好
む
と
こ
ろ
か
ら
、
犬

伏
の
あ
の
崖
を
絶
好
の
繁
殖
地
に
選

ん
だ
も
の
ら
し
く
、
年
々
盛
ん
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　
平
成
9
年
n
月
1
2
日
の
新
潟
日
報

の
記
事
に
よ
る
と
「
コ
ム
ラ
サ
キ
」

と
い
う
特
異
生
態
を
持
つ
蝶
の
長
野

市
安
重
里
地
区
の
犀
川
の
左
岸
に
繁

殖
し
て
生
息
を
脅
か
す
の
で
、
退
治

す
る
の
に
大
動
員
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
千
曲
川
に
沿
っ
て
上
る
国
道

脇
に
、
崖
の
斜
面
を
覆
っ
て
見
え
る

の
は
、
こ
の
ア
レ
チ
ウ
リ
と
ク
ズ
（
ケ
ェ

バ
・
フ
ジ
ッ
パ
）
で
す
。

　
ク
ズ
は
昔
か
ら
の
植
物
で
す
が
、

ア
レ
チ
ウ
リ
は
最
近
の
新
顔
の
く
せ

に
威
張
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ

に
オ
オ
ブ
タ
草
も
増
え
て
見
え
ま
す
。

　
果
た
し
て
犬
伏
で
は
ど
ん
な
被
害

を
生
じ
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
繁
殖
の
猛
威
に
は
注
目
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
国
際
化
時
代
に
な
る

に
つ
れ
て
、
突
然
繁
殖
す
る
帰
化
植

物
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
　
（
写
真
と
文
　
高
橋
八
十
八
）

’猟
鞍蜘
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保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
る
と
病

気
や
事
故
に
あ
っ
て
も
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な

い
ば
か
り
か
、
将
来
老
齢
基
礎
年
金

も
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
保
険
料
は
2
年
以
内
な
ら
、
前
の

分
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
経
済
的
理
由
で
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
未
納
の
ま
ま
に

し
て
お
か
ず
に
、
申
請
免
除
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
係
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
（
内
線
2
7
）
。

町の食推さんがランチを

つくって栄養指導会

　
7
0
歳
以
上
の
方
は
、
老
人
保
健
制

度
に
よ
り
医
療
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
制
度
で
は
、
住
民
税
が
非
課
税
世

帯
の
方
や
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て

い
る
方
は
、
入
院
時
の
負
担
額
が
軽

減
さ
れ
ま
す
．

　
軽
減
を
受
け
る
に
は
、
係
窓
口
に

て
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し

い
こ
と
は
保
健
衛
生
係
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
（
内
線
3
0
）

入　院　費

一
般
1日　1，200円

非住
課
税民
世
帯
税

1ヶ月の負担上限

　35，400円

て老住
舗轟
方繧難騨

1日　　500円

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
会
社
等
を

定
年
退
職
し
て
国
民
健
康
保
険
証
を

取
得
し
た
際
に
、
次
の
要
件
に
該
当

す
る
方
は
、
退
職
者
医
療
制
度
の
該

当
と
な
り
、
本
人
が
病
院
で
支
払
う

自
己
負
担
は
、
2
割
で
す
み
ま
す
。

　
ω
　
退
職
し
た
年
齢
が
7
0
歳
未
満

　
で
あ
る
。
（
7
0
歳
以
上
は
老
人
保
健

　
に
該
当
し
ま
す
。
）

　
ω
　
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
等
被

　
用
者
の
年
金
を
受
け
て
い
る
方
。

　
⑥
　
被
用
者
の
年
金
に
通
算
し
て

　
2
0
年
以
上
加
入
し
て
い
る
方
、
ま

　
た
は
、
4
0
歳
か
ら
1
0
年
以
上
加
入

　
し
た
方
．

　
以
上
は
、
退
職
者
医
療
に
該
当
し

ま
す
の
で
、
国
民
健
康
保
険
係
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
（
内
線
62
）

　9月30日、県立松代高校におい

て、栄養指導会を行いました。

　これは、高校3年生を対象に行っ

たもので、卒業後1人暮しなど外

食をすることが多くなることから、

食生活の栄養バランスがくずれが

ちになります。そこで、町と高校

では、栄養指導会を行い、実際に

バランスのとれた食事を食推さん

からつくってもらい、指導を行っ

たものです。

　ある男子生徒は、「ランチはとて

もおいしかったけど、自分で作る

のは大変ですね。」と話していまし

た。協力いただいた7名の食推さ

ん、ありがとうございました。

米持恵／相沢タツ子／鈴木秋子／

五十嵐江美子／池田美津子／山本

広子／山本千枝子（敬称略順不同）

上田晴子、ブルーノ・パスキエ
　　　　　　　　　　　　（友情出演）

　ピアノとヴィオラコンサート

　　　　上田　晴子　　　　ブルーノ・パスキエ

10月31日（日）まつだいふるさと会館

　料金　大　人　2，000円　　　　　　　開場　PM6：30

　　　　高校生以下　1，000円（当日500円増）　開演　PM7：00

　主催／松代町・松代音楽愛好会山彩
チケット：ふるさと会館1Fまたは、「山彩」奮7－2561まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14

　今年4月から松代町、松之山町の障害を持つ人

の自立と社会参加をすすめるために渋海荘で週1

回集っています。現在、家族やボランティアを含

め15名ほどが毎週金曜日の午前9時から午前中いっ

ぱい活動をしています。今度、牛乳パックを利用

してハガキづくりを行う予定です。

　また、11月のJ　Aの農業祭ではバザーを計画し

ています。家庭で使わないままにしてある家庭用

品等ありましたらデイサービスセンターまで持参

ください。また、連絡をいただければ取1）に伺い

ます。〔27日㈲締切〕

　連絡先は、デイサービスセンター内社会福祉協

議会（暦7－3700）または、役場保健衛生係保健婦

（内線30）までご連絡ください。



難
騰欝

～
㌧
再
祷
脅
燐
か
窃

　
　
　
㌘
？
㌘

砥塩為焼塾．

礁
脅

集
合薯3時33分

塞屠、
く
び
き
駅

　　　　　　　到
　　　　籍縛23分覆

」綾
屑瑠6黛（よ1ぽくほく纈発祥の地議つだい駅から、

皐大落語砺究盆＆マジック碕究盆1こよる

落灘とマジックシき一を楽しみながら運行する、

箋いと懸動のぼく厳く繰寄鷹郵羅が発華し蒙嘗。

　　　　　　　　　繁

隈ミ　欝　．診
　　　　　　　　　駅　　　　園

艮”月61iヨ（土）出発璽3時33ゲ

トいふるさと会館　集合時看

大学落語研究会＆マジッづ

但し乗車券（1，700円）が必

》名様限研。（立ち見席も含
月29βと致しますが、定員80名になり次第締～

には後黛整理券を発行致します。ご乗車には
秘株〉よ9オリジナルカレンダー一のプレゼント

ヂ艶、匪
B時33分到着15時23分
集合時間：醤時：00分

マジック研究会
1円）が必要です。

』席も含みます．）

になり次第締め切らせて頂きます。

』ご乗車には乗車券が劔途必要です．
のプレゼントがあります。

　芝峠温泉が農業体験用に管理し

ている畑でサツマイモ掘りを楽し

みました。

　サツマイモ掘りを行ったのは、

松代小の1年と6年、奴奈川小の
全校児童でした。

　9月29日～10月5日にかけて行っ

たもので、イモの品種は「紅あず

ま」、「ヤキイモにしたらおいしかっ

た」とのことです。「もう少しほし

かった」との声もありましたが、

自分の家でつくってみましょう。

六
臼
驚
駅

え
’
壽
鐙
樫
慶
8

　
轟

　
　
　
鮎
葱
’
願
．

轟
　
纈
欝
　
　
・
《
ん
ぶ
あ
ぞ
ば

織　時」999年”月6

集合；まつだいふる

出演：早稲田大学落
参加費＃無料但し乗
受　付葉先着80名様限
　艦受付締め切りは、萄月29βと致し
　磯受付をいただいた方には後黛整葦
　鄭参旗者には、牝越急行（株〉よ9オも

羅翻鰹鰹　
　
　
鶴
麟

　
　
　
　
　
　
馨

期日11月20～21日（土・日）

会場八王子市東浅川町23－1
　　　　東京都住宅局用地

　　　　新地　警視庁高尾署隣

問い合わせ　詳しいことは農林課

農政企画係（内線39）まで

　　　　　　　　　　き灘難繍講藩慧饗醸藷驚⑲

（6町村の話題を載せています。）

松代でフリーマーケット

「愛の風」を開催します。

網鐵磯
、

鰯罐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　口　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　巳　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　馴　　　　　　　　　　　　圏　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　口　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　■　　　　　　　　　■　　　　　　　　■　　　　　　　　■　　　　　　　　一　　　　　　　■　　　　　　　■　　　　　　　■　　　　　　■　　　　　　■　　　　　　■　　　　　●　　　　　■　　　　　一　　　　－　　　　■　　　　■　　　一　　　■　　　■　　－　　■　●　薗　■
一■■

　
今
月
は
、
松
代
町
か
ら
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
と
出
店
の
募

集
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
道
の
駅
と
ほ
く
ほ
く
線
「
ま
つ

だ
い
駅
」
を
兼
ね
た
ふ
る
さ
と
会

館
は
、
年
間
2
0
万
人
の
利
用
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
。
こ
の
会
館
利
用

者
か
ら
は
「
地
元

の
み
や
げ
物
や
野

菜
が
欲
し
い
」
と

い
う
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
松
代

町
観
光
協
会
で
は
、

「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
開
催
し
て
み

て
は
ど
う
か
」
と

検
討
を
重
ね
ま
し

た
．
そ
し
て
、
ふ

る
さ
と
会
館
か
ら

国
道
二
五
三
号
の

▼9月12日、第1回目を開催。近隣町村からも

出店がありにぎわいました。

簿
拶

本
町
商
店
街
に
続
く
道
路
を
利
用

し
て
計
画
し
た
も
の
で
す
。

　
開
催
日
は
、
H
月
2
8
日
ま
で
の

毎
週
第
2
・
4
日
曜
日
（
午
前
1
0

時
か
ら
午
後
3
時
）
で
す
。
雨
天

で
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
開
催
中

は
歩
行
者
専
用
道
路
に
し
て
い
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
買
物
を
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

　
味
が
自
慢
の
農
作
物
や
家
庭
用

品
な
ど
生
活
用
品
を
売
り
た
い
人

は
、
町
内
外
を
問
わ
ず
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
人
に
も
物
に

も
や
さ
し
い
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
愛
の
風
」
。
あ
な
た
も
参
加
し
て

　
出
店
の
申
し
込
み
、
問
い
合
せ

は
、
松
代
町
観
光
協
会
ま
で
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
。
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　　　　費く
おつ・

謡麟纏雛 　　　まりな
畔上毬那、
　　4　歳
　蒲生・畔上

　　　ゆういち
柳　　勇一くん

　　4　歳
菅刈・もぜん

　　み　の　り
市川美乃里、

　　4　歳
　犬伏・市川

　毎月第2月曜日は、仕事と健

康を考える日です。

　いま「過労死」が問題になっ

ています。お困りの方は、気軽

にご相談ください。相談は無料

で秘密は守られます。フリーダ

イヤルによる電話相談も受け付

けています。

◇日時　11月8日（月）

　　　午前10時～午後4時

◇会場　働労災年金福祉協会新

　潟労災年金相談室（盈025－243－

　7760・唖0120－603114）新潟市

　東大通2－5－8　東大通野村不動

　産ビル2階

　日常生活の小さな疑問から法

律、健康まで。

　相談は郵便で専門家が回答し

ます。相談内容と返信用封筒同

封のうえ相談先に郵送してくだ

さい。

◇相談先　新潟県勤労者福祉厚

　生財団「暮らしなんでも相談

　室」（盈025－228－3411）〒951－8113

　新潟市寄居町332－38　労金本

　店内

　労働省では、仕事と家庭の両

立について理解をすすめていま
す。

　育児や介護休暇制度及び勤務

時間の短縮の定着促進等を働き

かけています。

　国灘翻溺灘画藩難

　改整建鵜譲纏灘。

　大規模な土地取引を行ったら

2週間以内に届出を。

　詳しいことは町企画振興課企

画調整係まで（奮7－2220内線41）

⇔ドーム中里きらら

　平日　盈0257－63－4478

　土・日・祝祭日　盈同63－2414

　毎週日曜日　午前11時～定期

投影／10月30日（土）午後7時30

分～ミュージックプラネ「森高

千里」特集／料金いずれも一般

200円・中学生以下100円

⇔リージョンプラザ上越

　奮0255－44－2122　月曜日イ木館

⇔上越科学館

　サイエンスマジッック

　10月24・31日

　①11：30～

　②13：30～

　③15：30～

　小中200円・大人400円

⇔県立自然科学館

　盈025－283－3331　月曜イ木館

　料金　小中310円・大人510円

　11月30日（十）～12月4日（土）は、

プラネタリムは番組入替で休館

⇔上越文化会館

　暦0255－25－4103

　上越器楽コンクール

◇日時　11月23日（祝）

　　　午前9時～午後5時
◇会場　大ホール

◇入場料　無料

鐵域翻溺難蒙癒地織騰報発綴

　総癒鱗簿館隣鰻鱗i本購鋤

　麹鶏塗欝趨、総懸蕪誉館薫翻

鶴建設懸幾羅簸簿繕報鑓灘懸羅一

饗雛態諜縷薩．

　縫報館縁謙欝購i撫載圏繭購載

醗霧僅欝懸翻驚撚簸能罐．闘熱

羅縫施設羨鞍囎饗騰蒙奮、

　騰噸欝驚鰹撚一一隷整備懇鶯鱒．

錘纏雛蓬難綴翻羅霧濠獲鍮懸灘

数藥叢関係蜷欝欝部撮羅協議難

饗灘篤鐙隷叢．懸騒纏濃慧薩

欝慰繋繋懸醐鷺懸勲懇、羨麗薩

施設難議．総叢費鍵億馨筆薦鶏．

縫籔書鍵嶽

癬開館華前鱒辮醗1
登閉鍍　舞・本i・金耀麹　薙後

　離蒔鑑撫曜隠辮後懸購霧董・

　灘曜麟難後懸騒

癬休鍵霞蕪遮薦曜欝黎漏鎌麟藁

　魏欝鑑灘叢牢i始欝欝魏整謹覇

・闘権欝欝鱗㈱
難視穂欝撫細桜簿i塾

　辮繭懸蒔一綜後麹鰭糠罐翻耀

羅能懸．懸麟繊灘灘麟覆搬警醗叢

援麩蒸雛滋隷遷麹灘麹雛像．謹巖

議懇楽麟懸轍。灘瀧．鷺報灘一

雛一一難灘撫毒灘一撫繋獲鞭i馨i鐵一

鍵⑳灘灘倫搬懸羅灘灘灘繋灘隷

灘難習灘灘能叢醗．

㈱網縫騨購羅の聞樋奮醤塾

　饗齪駆蕊霧騒璽懸

　圃騰灘一駆一騒㈱

康、
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鳶i灘籔

馨灘簿

鐵灘鐙

　　　挫糞編鞭法搬

　擦饗擦禰難齢翻職鼓募薬

「妻有福祉会」では、深い愛情

を持った熱意ある作業指導員を、

年齢性別を問わず、広く募集し

ています。

◇職種及び受験資格

　　作業療法士の国家資格を有

　する人1名（来春資格取得見

　込みを含む）

◇採用条件

　　十日町広域圏在住または出

　身で通勤可能な人。（原則とし

　て自動車普通免許のある人）

◇勤務地

　　精神障害者入所授産施設エ

　ンゼル妻有（十日町市高山1360－

　1）

◇応募方法

　　エンゼル妻有または養護老

　人ホーム妻有荘に用意してあ

　る指定の申込書にて申込む。（郵

　送で希望する人はに80円切手

　を貼った返信用封筒を同封の

　うえ請求）

◇受付期間

　　10月29日㈹午後5時まで（な

　お郵送の場合当日消印有効）

◇試験等

　直接本人宛に通知します。（合

　格発表は12月はじめ）

◇職員採用予定日

　　平成12年4月1日
◇受験申込先

　養護老人ホーム妻有荘（岱

　0257－58－2050）〒949－8525十日

　町市大字新宮乙195－3

　　または、［精神障害者入所授

　産施設エンゼル妻有（智0257－

　52－OO50）〒948－0054十日町市高

　山1360－1

17

◇その他

　詳しいことは、養護老人ホー

　ム妻有荘内の職員採用担当ま

　で。

　自衛隊では専門技術者として

の陸海空曹を養成するため、中

学卒業者を対象に下記内容にて

募集しています。

◇制度の内容　給与の支給を受

　け、高等学校卒業資格を取得

　できます。

◇受付期問　11年11月4日休）～

　12年1月4日（幻

◇1次試験　12年1月5日㈱

◇問い合わせ　自衛隊高田募集

　事務所（盈0255－23－551g）

　上越市本町6－1－23高田館ビル

　2階
　　　叢難齢欝薩購

　　　促進鶏闇

　高年齢者集団選考会

◇対象　事業主及び高年齢の方

◇日時　10月20日（水）

　　　午後1時30分～4時
◇会場　ホテルハイマート

◇参加申込　ハローワーク上越

　　　　　（盈0255－23－6121）

　　　灘働擁験適鵜

　　　雛進網闇

　一人でも雇用をしている事業

主は、加入手続が必要です。

　詳しくはハローワーク上越へ

　　　　　（暦0255－23－6121）

　リウマチを患っている人や家

族を対象に学習会を行います。

◇日時　11月5日㈹

　　　午後1時30分～4時
◇会場　上越市総合福祉センター

　（盈0255－26－1515）上越市木田

　新田乙78－1

◇内容　リウマチ治療について

　の講演及び交流会

◇参加費　無料

◇申込み　10月29日㈹までに上

　越保健所地域保健課（盈0255－

　24－6132）

　　　雛塑離韓弊一

　　　繕環講翼套

◇日時　1月19日～20日（水・木）

◇会場　長岡市ポリテクノセン

　ター

◇受講料　8，000円～

◇申込み及び問い合わせ

　㈹日本ボイラー協会新潟支部

　　　　　（暦025－280－0100）

　　　郵便貯釜潤闘

　墾脇驚慧継絵躾灘鍵簾

　郵便貯金は、手軽で確実な貯

蓄手段としてみんさんのお役に

たっています。皆さんから預かっ

たお金は国や地方公共団体、公

庫、公団などに融資され文化施

設や環境整備に活用されていま
す。

　新潟県高齢者総合相談センター

　　　　　（盈025－285－4165）

　お年よりやその家族の抱える

悩みや心配ごとの相談を無料で

お受けしています。

　唐皇帝からの贈り物展

◇期間　11月23日（火・祝）まで

◇開館時間　午前9時～午後4

　　　　　時30分
◇休館日　月曜日

◇入場料　一　　　般1，200円

　　　　大・高校生　　700円

　　　　中・小学生　　500円

　久比岐野画人展

◇期間　11月3日（水・祝）まで

◇入場料　一般400円

　　　　小中高校生200円

11月gP日（火）～斜月総日（月1

秋の火災予防運動

に気をつけよう

　　消したはずと

　　　　　思い込み」
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人
が
多
く
、
道
も
ご
み
ご
み
し

て
い
ま
し
た
。
松
代
は
良
い
環
境
に

恵
ま
れ
て
い
て
、
と
て
も
落
ち
着
け

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
や
さ
し
く

温
か
い
人
ば
か
り
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
っ
と
、
松
代
の
良
さ
を

発
見
で
き
た
ら
…
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
休
日
に
は
、
買
物
に
行
っ
た
り
、

温
泉
に
行
っ
た
り
、
ド
ラ
イ
ブ
を
し

た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
出
か
け
て

い
ま
す
。
知
ら
な
い
場
所
に
行
っ
て

み
る
の
も
、
た
く
さ
ん
の
発
見
が
あ

り
い
い
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
寒
い

時
期
に
な
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
温

泉
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

　
最
後
に
、
今
ま
で
学
校
で
い
ろ
い

ろ
な
知
識
を
学
ん
で
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
基
本
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら

は
そ
れ
を
基
に
し
て
応
用
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
お
年
よ
り
だ
け
で

な
く
、
沢
山
の
人
と
接
し
な
が
ら
勉

強
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
介
護
の
専
門
職
と
し
て
、
介

護
者
本
位
で
は
な
く
、
利
用
者
主
体

の
介
護
を
心
が
け
、
少
し
で
も
障
害

を
持
っ
た
方
の
心
の
支
え
に
な
れ
る

よ
う
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

　骨髄移植の青年、

　　口・マン24で力走

　10月2～3日にかけて行われ
た24時間耐久リレーマラソンで

は、地元松代高校3年生中心の

チームが優勝。（詳細は11月号掲
載）

　もう一つの話題は、大会に骨

髄移植の手術2度行った亀田町
の長坂真太郎さん（28）が走破。「10

周走りました。手術をすれば、

わたしのように回復します。」と

話していました。骨髄バンクの

問い合わせは、「骨髄バンクを育

てる会」（但025－233－5963）まで。

　男　2，181人　　（一1人）

　女2，244人（＋1人）
　計4，425人（±O人）
世帯数1，439世帯（＋2世帯）

　出生2人　　死亡2人
　転入5人　　転出5人
　　　（11年9月末日現在）

一人ロの動き一

〈
図
書
館
だ
よ
り
〉
穿
1
2
6
1
5

　
9
月
の
新
刊
か
ら

『
五
体
不
満
足
』
　
　
乙
武
　
洋
国

『
葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
』

　
　
　
　
　
レ
オ
・
バ
ス
カ
ー
リ
ア

『
お
菓
子
丸
ご
と
大
全
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
千
恵

『
く
ら
し
の
花
百
科
（
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
の
本
）
』
　
　
　
　
　
　
講
談
社

『
だ
ん
ま
り
こ
お
ろ
ぎ
』
（
絵
の
出
る

絵
本
）
　
　
　
エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル

『
魔
女
の
宅
急
便
』
　
角
野
　
栄
子

圃圏ゆ團回
（8月26日～9月25日）

元気な良い子に（出生）

　　　レ　ナ
若井　麗奈、　剛也・喜代美さん

　（蓬平・女の子・まるこし）
　　マ　　ユ　　カ

柳　茉由花、　利家・文子さん

（片桐山・女の子・げんすけ）

ご冥福をお祈りします（死亡）

山本　克治さん　　　　　67歳

　　　　　　（犬伏・しんたく）

小林和喜知さん　　　　　　74歳

　　　　　　（滝澤・みやざか）

市川　善作さん　　　　　58歳

　　　　　　（松代・いちよし）

》

f

圖
園
圏
圃

　
敬
老
の
日
に
山
本
オ
キ
さ
ん
を
は
じ

め
百
歳
の
3
名
の
方
か
ら
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
歳
を
重
ね
る
ほ

ど
、
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
家
庭
の
持
つ

役
割
が
大
き
く
な
る
こ
と
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
大
変
貴
重
な
体
験
を
し
ま

し
た
。
こ
の
場
を
か
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
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